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日本貿易会の新会長に
岡藤正広氏が就任

写真左、安永竜夫 名誉会長（三井物産（株） 代表取締役会長）
同右、岡藤正広 会長（伊藤忠商事（株） 代表取締役 会長CEO）

　日本貿易会は5月29日の定時総会で、新会長に伊藤忠商事
の岡藤正広会長CEOを選任した。岡藤会長は同日の記者会
見で、商社業界には情勢を見定める嗅覚や困難な局面でも
前に進む実行力が求められるとの認識を示した上で、世界の
現場で培った経験やつながりを生かし、お客様の様々な課題
を商機へと転換して新たな価値を創出する商社の役割の重要
性を強調した。また現場で得た知見を政策提言や具体的な行
動につなげ、商社業界全体の社会的評価と存在感を一段と高
めるため、尽力する考えを述べた。

N E W S

過去から現在、そして未来を展望した商社の事業
活動やビジネスを知り、商社の魅力と可能性を
身近に感じていただくきっかけとなる一冊です。

日本貿易会ウェブサイトより
全文閲覧いただけます

ダイナミックで奥深い商社の活動を
分かりやすく紹介！

商社ハンドブック

激動の時代、世界をつなぐ 商社が切りひらく未来

　

事
業
環
境
が
急
激
に
変
化
し
複
雑
化
す

る
中
、
商
社
活
動
の
発
展
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
活
用
の
推
進
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
か
つ
て
の
商
社
は
日
本
か
ら
海
外

市
場
に
製
品
を
売
り
込
む
「
貿
易
商
」
と

し
て
の
役
割
が
中
心
で
あ
り
、
日
本
人
社

員
を
中
心
と
し
た
人
材
構
成
で
も
業
務
は

十
分
に
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
１

９
９
０
年
代
以
降
、
事
業
投
資
中
心
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、

現
地
の
政
治
・
経
済
・
文
化
へ
の
深
い
理

解
や
、
継
続
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
り
わ
け
２
０
０
０
年
代
以
降
の
新

興
国
市
場
の
台
頭
や
、
資
源
・
イ
ン
フ

ラ
・
消
費
関
連
分
野
へ
の
進
出
の
加
速
に

伴
い
、
現
地
の
商
習
慣
や
文
化
に
精
通
し

た
人
材
が
事
業
成
功
の
鍵
を
握
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
商
社
に
と
っ
て
、
戦
略

　
商
社
は
自
ら
の
役
割
や
事
業
展
開
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
な
り
わ
い
を
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
質
は
「
世
界
と
世
界
を
つ
な
ぎ
、
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
」に
あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
は
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
新
興
国
を
は
じ
め
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ウ
ス
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、
社
会
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
成
長
と
を
同
時
に
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
社
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
、
世
界
中
の
国・地
域
で
展
開
す
る
圧
倒
的

な
存
在
感
は
、
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
活
用・育
成
の
取
り
組
み
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
は
今
、
分
断
の
時
代
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
国
々
の
動
向
が
、
国

際
社
会
に
お
い
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
合
計
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
世
界
の
約
30
％
を
占
め
る

と
さ
れ
、
米
国
や
中
国
を
し
の
ぐ
規
模
に

ま
で
急
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
経
済
発
展
の
背
景
に
は
、

継
続
的
な
人
口
増
加
に
加
え
、
都
市
化
の

進
展
、
資
源
輸
出
の
拡
大
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
伴
う
外
国
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
の

流
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
人
口

動
態
を
み
る
と
、
22
年
に
は
イ
ン
ド
が
中

国
を
抜
い
て
世
界
最
多
人
口
国
と
な
り
、

約
14
億
人
に
達
し
ま
し
た
。
50
年
に
は
、

世
界
人
口
の
約
７
割
が
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ

ス
に
集
中
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
社
は
成
長
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
電
力
・
イ
ン
フ

ラ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資

源
・
食
品
・
医
療
な
ど
多
角
的
な
事
業
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
民
間
投

資
を
組
み
合
わ
せ
た
官
民
連
携
モ
デ
ル
も

展
開
し
て
お
り
、
公
共
性
と
事
業
性
を
兼

ね
備
え
た
長
期
的
な
協
業
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
性
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
も
、
都
市
化
が
進
む
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
と
の
共
創
は
重
要
で
あ
り
、
商

社
は
経
済
発
展
と
持
続
可
能
性
の
両
立
を

目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
相
手
国
の
成
長
に
資
す
る
形
で
貢

献
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
、い
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
な
の
か

─
─
商
社
が
挑
む
新
た
な
フ
ロン
ティ
ア

■
内
な
る
国
際
化

─
─
多
様
化
す
る
グ
ロ
ー
バル
な
人
材
活
用

策
定
や
交
渉
、
現
地
企
業
と
の
共
同
経
営

に
主
体
的
に
関
与
で
き
る
「
ロ
ー
カ
ル
か

つ
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
人
材
の
確
保
・
育
成

は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
社
で
は
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
各
地
で
の
現
地
人
材
の
雇
用
に
加
え
、

日
本
国
内
に
お
け
る
外
国
人
研
修
生
・
留

学
生
の
採
用
な
ど
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
材
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
人
事
制

度
の
見
直
し
や
教
育
研
修
制
度
の
整
備
が

行
わ
れ
、
事
業
価
値
向
上
に
向
け
た
グ
ロ

ー
バ
ル
規
模
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の

育
成
や
登
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
貢
献
の
面
か
ら
も
独
自
の
教
育
支
援

や
奨
学
金
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
未
来
を

担
う
優
秀
な
人
材
確
保
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

　
「
内
な
る
国
際
化
」
は
、
商
社
が
時
代

の
要
請
に
応
じ
て
進
化
す
る
う
え
で
、
今

や
中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
経

営
課
題
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
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